
 

 

 

令和７年座間市議会第３回定例会（９月） 

 

 

概 要 資 料 
 

 
付議案件 

決算認定等［６件］、補正予算［５件］、条例[３件]、契約締結[１件]、指定管理者[３件]、 

市道認定・廃止・変更[１件]、報告［３件］ 
 

  

 

資料No.1



令和７年座間市議会第３回（９月）定例会提出議案等一覧表 

令和７年８月２９日提出 

№ 議 案 等 番 号 件     名 ﾍﾟｰｼﾞ 

１ 議案第３９号 令和７年度座間市一般会計補正予算（第５号） １ 

２ 議案第４０号 令和６年度座間市一般会計歳入歳出決算の認定について ２ 

３ 議案第４１号 
令和６年度座間市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 

８ 

４ 議案第４２号 令和６年度座間市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ８ 

５ 議案第４３号 
令和６年度座間市後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 

８ 

６ 議案第４４号 
令和６年度座間市水道事業会計決算の認定及び未処分利益剰余金の処
分について 

９ 

７ 議案第４５号 
令和６年度座間市公共下水道事業会計決算の認定及び未処分利益剰余
金の処分について 

９ 

８ 議案第４６号 令和７年度座間市一般会計補正予算（第６号） １０ 

９ 議案第４７号 令和７年度座間市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） １２ 

１０ 議案第４８号 令和７年度座間市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） １３ 

１１ 議案第４９号 令和７年度座間市後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） １４ 

１２ 議案第５０号 
座間市職員の育児休業等に関する条例及び座間市職員の勤務時間、休
暇等に関する条例の一部を改正する条例 

１５ 

１３ 議案第５１号 座間市市営住宅条例の一部を改正する条例 １６ 

１４ 議案第５２号 座間市水道事業給水条例及び座間市下水道条例の一部を改正する条例 １７ 

１５ 議案第５３号 工事請負契約の締結について １８ 

１６ 議案第５４号 座間市立もくせい園の指定管理者の指定について １８ 

１７ 議案第５５号 座間市立市民文化会館の指定管理者の指定について １９ 

１８ 議案第５６号 座間市立市民体育館の指定管理者の指定について １９ 

１９ 議案第５７号 市道の路線の認定、廃止及び変更について ２０ 

２０ 報告第１９号 令和６年度決算に基づく健全化判断比率について ２１ 

２１ 報告第２０号 令和６年度決算に基づく資金不足比率について ２１ 

２２ 報告第２１号 
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ
て） 

２２ 
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議案第３９号 

 

 

 

 歳入歳出補正額：      ４,９３８千円 

補正後予算額： ５１,３１７,８１８千円 

 主な内容 

・東地区文化センターの空調設備を修繕します。 

 

 補正額の内訳 

歳入 

  ・社会教育施設整備事業債                    4,900 千円 

  ・財政調整基金繰入金                        38 千円 

 

歳出 

 

  ・東地区文化センター管理運営費                 4,938 千円 

 

 その他 

・地方債の変更 

 

 

  

健康に暮らせるまちづくり 

 

令和７年度座間市一般会計補正予算（第５号） 

 

補正予算 

問合せ先：財政課長 東 ０４６－２５２－８１９４ 
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議案第４０号 

 

 

 

一般会計決算の概要               （  ）内は対前年度比 

 決算の状況 

 歳入決算額 ５３５億７,４４３万６,６９３円 

（25 億 6,896 万 1,100 円、5.0％増） 

 歳出決算額 ５１１億７,６６１万５,９６５円 

（27 億 9,940 万 9,765 円、5.8％増） 

 主な歳入（款別） 

市税     ２０１億３,７４６万８,２６２円 （5億 8,559 万 6,400 円、3.0％増） 

    ・個人市民税   ７７億５,８８５万８,５７１円   （3億 7,753 万 3,611 円、4.6％減） 

    ・法人市民税   １２億３,５５２万１,１０７円  （3億 3,985 万 2,922 円、37.9％増） 

    ・固定資産税   ８８億４,６３１万９,０８０円   （5億 5,286 万 8,416 円、6.7％増） 

地方交付税   ４５億７,８２７万９,０００円 （6億 164 万 7,000 円、15.1％増） 

国庫支出金  １０８億９,４７３万３,０１６円（17億 5,850 万 7,048 円、13.9％減） 

県支出金    ３６億６１０万１,５４２円  （3億 4,069 万 5,927 円、10.4％増） 

繰入金     ２８億５７５万３,５９６円  （3億 7,800 万 7,838 円、15.6％増） 

市債      １６億８,９３０万円       （11億 7,520 万円、228.6％増） 

 主な歳出（目的別・性質別） 

≪目的別≫ 

民生費    ２５８億１,１５７万８,２６９円 （10億 1,272 万 1,373 円、4.1％増） 

総務費     ９１億９,０８９万４,８１５円 （16億 9,574 万 281 円、22.6％増） 

教育費     ５０億４,１５３万５,８７７円 （1億 7,765 万 4,932 円、3.7％増） 

≪性質別≫ 

  人件費     ９０億３,９３６万８千円    （9億 5,398 万 3千円、11.8％増） 

  扶助費    １８０億６,６８４万８千円    （11億 2,544 万 5千円、6.6％増） 

  公債費     ２６億３,６６２万円       （1億 3,025 万 6千円、4.7％減） 

  普通建設事業費  ２９億２,１５４万６千円     （6億 353 万 9千円、26.0％増）  

令和６年度座間市一般会計歳入歳出決算の認定について 

決算 
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令和６年度の主な事業に係る成果 

 
※ 各項目は、決算額の大きい順に掲載しています。 

 

 

 

 ■ コミュニティ・スクール推進事業費          ２３２万６,９８２円 
   研修会では具体的な講義や模擬熟議により理解を深めたほか、学校運営協議会の場でも助言を行うことで、

学校運営協議会委員及び教職員の意識変容が進みました。  

 ■ シティプロモーション推進事業費           １３２万１,２９３円 
   座間市にゆかりのある著名人にちなんだイベントを開催し、郷土愛の醸成に努めました。 

また、Instagram を通じて市内の魅力あるスポットやイベントを市内外に発信しました。  

 ■ 総合計画推進事業費                  １１万１,７６８円 
   実施計画事業の予算化を基本として、本市を取り巻く環境の変化に対応しながら着実に行政経営を行いまし

た。また、市民、職員等にとって分かりやすい進捗管理に努めました。 

 

 

 

■ ファシリティマネジメント推進事業費       ６億３,００２万７４４円 
   包括施設管理業務委託の導入により、公共施設等の維持管理水準の向上、業務の効率化等を進めました。 

また、社会情勢の変化等を反映するため、座間市公共施設再整備計画の見直しに着手しました。  

■ ゼロカーボン推進補助事業費           １,０２６万９,０００円 
   事業者に対する電気自動車購入補助金や、店舗や事務所等への太陽光発電システム導入支援補助金を新たに

開始し、省エネ、再エネ設備の導入を促進しました。 

 

 

 

 ■ 保育所子ども・子育て支援事業費      ３０億９,３５３万５,６４９円 
   民間保育所等のニーズに合致したものとなるよう座間市民間保育所運営費補助金交付要綱を改正し、民間保

育所等の運営を支援しました。  

 ■ 小児医療費助成事業費              ６億１４２万９,２９５円 
   満１８歳に達して以降の最初の３月３１日までの医療費を所得制限なく助成し、小児等の健やかな成長及び

保護者の経済的負担の軽減に寄与しました。  

 ■ 地域少子化対策推進事業費              ６,８８３万３１６円 
   所得制限のない出産・子育て支援金（すくすく給付金、移動支援給付金）を支給し、妊婦及び子育て世帯を

支援しました。  

 ■ 教育相談事業費                  １,７２２万７,３８７円 
小学校に教育相談員を派遣し、児童の登校支援や別室での学習支援等をしたことで心理面の安心が確保さ

れ、学校生活での変化が見られました。  

 ■ 子育て支援特別給付金支給事業費         １,３４４万１,１６０円 
受給者 235 人（延児童数 2,687人）に給付金を支給することで、子育て世帯の生活の安定及び児童の健やか

な成長に寄与しました。  

 ■ 住宅リフォーム助成事業費            １,０５６万７,４００円 
子育て世帯等が居住する住宅のリフォームに要する工事金額の一部補助をすることで、子育て環境の充実及

び子どもたちを支える地域経済の活性化につながりました。  

輝く未来戦略 

決算 

“ひと”が輝く 
ひとがつながり、市民力が高まり、 

一人一人が活躍するコミュニティを目指します 

“まち”が輝く 暮らしに喜びが溢れ、快適に住み続けられるまちを目指します 

“未来へつなぐ” 子どもたちの夢が叶えられる、希望に溢れる社会を目指します 
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※ 令和６年座間市議会第 1回定例会（３月）概要資料に示した令和６年度の主な事業及び令和６年度に補正予

算として計上した主な事業が対象で、決算額の大きい順に掲載しています。 

※ 新規・拡充事業は、新規・拡充内容の成果を主に説明しています（事業費全ての成果説明ではありません）。 

※ 各政策の主な事業費は、予算規模が１億円を超える事業の決算額を最大３事業掲載しています。 

 

 

所管：こども未来部・教育部 

≪新規・拡充事業≫ 

■ （補正）学校給食運営管理事業費        ５億１,４３８万７,６７４円 

  保護者が負担する給食費に食材費高騰の影響を転嫁せずに給食を提供することができました（物価高騰対応重

点支援地方創生臨時交付金活用）。 

■ 児童ホーム運営事業費             ２億５,４００万４,５２３円 

  相武台コミュニティセンター内に待機用児童ホームを新設し、相武台地区における入所定員を拡大しました。 

■ （補正）中学校給食事業費              ８,５３１万８３０円 

  保護者が負担する給食費に食材費高騰の影響を転嫁せずに給食を提供することができました（物価高騰対応重

点支援地方創生臨時交付金活用）。 

■ （補正）保育士給付金給付事業費              ２,８２２万円 

  市内の民間保育所等における保育士等の確保の一助となるよう、民間保育所等に勤務する保育士等に対し、月

額１万円の給付金を支給しました。 

■ 保育業務支援システム導入事業費         ２,１２６万３,０００円 

  市立保育園全園でＩＣＴシステムを導入し、登降園や欠席連絡、園からのお知らせ等をデジタル化することに

より、利用者の利便性を向上し、職員の負担を軽減しました。 

■ 教育相談事業費                 １,７２２万７,３８７円 

  小学校に教育相談員を派遣し、児童の登校支援や別室での学習支援等をしたことで心理面の安心が確保され、

学校生活での変化が見られました。 

■ 小学校各種行事等活動事業費           １,２６１万５,１８０円 

  小学校（一部）の水泳指導に民間屋内プールを活用することで、計画的に実施することができました。 

また、専門的な指導者による指導協力と引率者減により、教員の負担軽減につながりました。 

■ 次世代育成支援相談事業費            １,２５９万９,９９２円 

  家事や育児に不安や負担を抱える子育て世帯等を支援するため、訪問支援員を派遣しました。 

■ 民間保育所整備助成事業費            １,２０３万１,７７０円 

 民間保育所の防犯強化や老朽化による修繕への助成を行い、保育施設の安全性や保育環境の向上に努めまし

た。 

 

≪主な事業費≫ 

■ 保育所子ども・子育て支援事業費      ３０億９,３５３万５,６４９円 

■ 幼稚園子ども・子育て支援事業費       ９億３,８５５万２,５７２円 

■ 再掲）学校給食運営管理事業費        ５億１,４３８万７,６７４円 

  

分野別政策                         

政策Ⅰ 共に学び、健やかに育つまちづくり 

決算 
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所管：地域づくり部 

≪新規・拡充事業≫ 

■ コミュニティセンター大規模改修事業費    １億４,８４６万２,２８０円 

  相武台コミュニティセンターの改修工事に着工しました。また、立野台コミュニティセンターの改修工事設計を

行いました。 

■ （補正）園芸振興対策事業費             ４４１万４,５９４円 

  市内農業者に対し、経営規模に応じて支援金を支給し、農業資材・肥料・燃料などの物価高騰による農業経営へ

の影響を軽減しました（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用）。 

 

≪主な事業費≫ 

 ■ 再掲）コミュニティセンター大規模改修事業費 １億４,８４６万２,２８０円 

 ■ コミュニティセンター管理運営費       １億１,７６１万３,２００円 

 

 

 
所管：くらし安全部・消防 

≪新規・拡充事業≫ 

■ リユース・リサイクル推進事業費         ２億４,３９２万９８３円 

  家庭や事業所で不要になったものを資源として、効率よく分別収集し再利用に努めました。 

■ 県央東部消防指令業務共同運用事業費       ４,８４８万５,５１１円 

  県央東部消防指令センターの運用に必要なシステム等の更新や維持管理に努めました。 

■ 地下水保全基本計画推進事業費          １,１１９万８,０００円 

  座間市地下水保全基本計画の改定にあたって、地下水一斉調査、雨水浸透施設調査、湧水調査を実施しまし

た。 

■ ゼロカーボン推進補助事業費           １,０２６万９,０００円 

  事業者に対する電気自動車購入補助金や、店舗や事務所等への太陽光発電システム導入支援補助金を新たに開

始し、省エネ、再エネ設備の導入を促進しました。 

 

≪主な事業費≫ 

 ■ 高座清掃施設組合運営事業費         ８億５,４５２万２,０００円 

 ■ リサイクルセンター管理運営費        １億７,８６５万９,４７３円 

 ■ 消防車両更新事業費               ６,０５８万９,８２４円 

 

  

政策Ⅱ 地域の魅力を高め、にぎわいのあるまちづくり 

政策Ⅲ 安全・安心で環境にやさしいまちづくり 

決算 
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所管：健康部・教育部 

≪新規・拡充事業≫ 

■ 広域救急医療事業費             １億７,８４２万４,２５０円 

  国による医師の働き方改革に伴い医師以外の医療従事者の負担が増えることから、救急医療体制を確保するた

め、二次救急医療機関の人件費を支援しました。 

 

≪主な事業費≫ 

■ 市民文化会館大規模改修事業費          ６億４,２２２万１９０円 

■ 市民文化会館管理運営費           ２億６,９６０万８,８３７円 

■ 市民体育館管理運営費            ２億６,０６７万７,１７２円 

 

 
所管：福祉部 

≪新規・拡充事業≫ 該当なし 

 

≪主な事業費≫ 

■ 生活保護法定扶助事業費            ４４億３,３７６万２１５円 

■ 障がい者自立支援給付等事業費       ２８億４,７２３万２,７０７円 

■ 総合福祉センター大規模改修事業費      ４億４,３６９万９,０００円 

 

 
所管：都市部・上下水道局 

≪新規・拡充事業≫ 

 ■ 公園等管理運営費                ２億５,８８１万８５７円 

  スカイグリーンパーク・大坂台公園の管理運営に指定管理者を指定することによって、事業者が持っているノウ

ハウを活用し、市民ニーズに対応することができました。 

 ■ 座間南林間線道路改良事業費         １億６,４３３万４,５０９円 

  事業用地の取得や鉄道交差部の詳細設計、関係機関との協議など、道路改良事業を着実に推進しました。 

 ■ コミュニティバス運行事業費         １億３,００９万９,１３１円 

  コミュニティバスの年間利用者数は過去最多を更新しました。また、バスロケーションシステム・乗降客カウン

トシステムの導入により利便性を向上させたほか、今後の運行見直し検討に必要な乗降データを収集しました。 

 ■ 道路台帳整備事業費             １億１,７７７万４,８００円 

  道路情報管理システムを導入し、紙媒体を電子化したことなどによって、利便性が向上したほか、職員の業務効

率化につながりました。 

 ■ 空き家等対策事業費                 ３６５万３,６３５円 

  空き家所有者の特定・交渉を外部委託し、また、空家等管理活用支援法人を指定し専門的な相談窓口を設置する

ことで、管理不全な状態の空き家数の減少に努めました。 

政策Ⅳ 健康に暮らせるまちづくり 

政策Ⅴ 共に認め合い、支え合うまちづくり 

政策Ⅵ 緑あふれる快適なまちづくり 

決算 
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≪主な事業≫ 

■ 再掲）公園等管理運営費             ２億５,８８１万８５７円 

■ 再掲）座間南林間線道路改良事業費      １億６,４３３万４,５０９円 

■ 一般道路・橋りょう維持管理事業費      １億６,３１３万２,３３８円 

 

 
所管：総合政策部・財務部 

≪新規・拡充事業≫ 

 ■ ファシリティマネジメント推進事業費       ６億３,００２万７４４円 

  包括施設管理業務委託の導入により、公共施設等の維持管理水準の向上、業務の効率化等を進めました。 

また、社会情勢の変化等を反映するため、座間市公共施設再整備計画の見直しに着手しました。 

 ■ デジタルトランスフォーメーション推進事業費     ７６７万９,１７４円 

  デジタルデバイド対策として、スマホ教室等を実施しました。民間事業者と連携協定を締結し、フロントヤード

改革（スマート窓口）実現に向けた空間デザインに関する複業人材を２名登用しました。 

 

≪主な事業費≫ 

■ 再掲）ファシリティマネジメント推進事業費    ６億３,００２万７４４円 

■ 電子計算業務費               ４億３,３３２万６,０５９円 

■ 市庁舎等管理運営費             １億８,０６３万３,４８０円 

 

 

 
 

 ■ 物価高騰対応生活支援特別給付金給付事業費 １２億１,７４４万８,９９８円 

       〃  （令和６年度総合経済対策分）  ４億１,０５３万２,１９７円 

  国の電気・ガス・食料品などの価格高騰対策として、引き続き非課税世帯、均等割のみ課税世帯及びこども加

算として給付金を支給し、令和６年度は、これらに加え定額減税補足給付金（調整給付）を支給しました。 

 

財政指標 

 

区分 令和６年度 令和５年度 増減 

財政力指数（単年度） ０.８０９ ０.８２１ △０.０１２ 

実質収支比率 ７.４％ ４.６％ ２.８％ 

経常収支比率 ９６.４％ ９９.４％ △３.０％ 

実質公債費比率 ２.５％ ２.４％ ０.１％ 

 

  

政策Ⅶ 持続可能な行財政運営 

施策体系外 

問合せ先：財政課長 東 ０４６－２５２－８１９４ 

決算 
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議案第４１号 

 

 

 

国民健康保険事業特別会計決算の概要       （  ）内は対前年度比 

 決算の状況 

 歳入決算額 １２７億８,６０９万７,０１４円 （3 億 4,101 万 7,262 円、2.6％減） 

 歳出決算額 １２６億２,０６８万８,９６２円 （3 億 9,798 万 4,586 円、3.1％減） 

 

議案第４２号 

 

 

 

介護保険事業特別会計決算の概要         （  ）内は対前年度比 

 決算の状況 

 歳入決算額 １０８億７,１５０万７６１円   （4 億 8,272 万 240 円、4.6％増） 

 歳出決算額 １０５億５,５８３万１,９０４円 （4 億 4,291 万 9,607 円、4.4％増） 

 

議案第４３号 

 

 

 

後期高齢者医療保険事業特別会計決算の概要    （  ）内は対前年度比 

 決算の状況 

 歳入決算額 ２２億３,３８３万５,０６４円  （3 億 7,905 万 5,182 円、20.4％増） 

 歳出決算額 ２０億９,１３５万９,７２８円  （3 億 3,544 万 3,553 円、19.1％増） 

 

 

令和６年度座間市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

令和６年度座間市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

問合せ先：保険年金課長 原 ０４６－２５２－７０６４ 

問合せ先：介護保険課長 福田 ０４６－２５２－７１３８ 

令和６年度座間市後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

問合せ先：保険年金課長 原 ０４６－２５２－７０６４ 

決算 
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議案第４４号 

 

 

 

水道事業会計決算の概要             （  ）内は対前年度比 

 収益的収入及び支出の状況 

 水道事業収益 ２１億９,７９０万１,７１０円    （3,154 万 1,051 円、1.5％増） 

 水道事業費用 ２２億９,３５５万８,８９９円 （1 億 9,797 万 2,676 円、9.4％増） 

 資本的収入及び支出の状況 

 資本的収入  ３億８,２８４万２,２８２円  （1 億 1,433 万 4,970 円、23.0％減） 

 資本的支出 １０億３,０２０万２,０３９円       （3,699 万 9,361 円、3.7％増） 

 

 

議案第４５号 

 

 

 

公共下水道事業会計決算の概要          （  ）内は対前年度比 

 収益的収入及び支出の状況 

下水道事業収益 ２７億７,６１５万５６０円   （4,831 万 7,960 円、1.7％減） 

下水道事業費用 ２５億７,０９５万９,０３６円  （8,310 万 2,949 円、3.3％増） 

 資本的収入及び支出の状況 

 資本的収入  ２億８,３０３万９,７４１円  （1億 3,288 万 4,712 円、88.5％増） 

 資本的支出 １４億５,５５２万６,０７４円    （7,349 万 7,973 円、5.3％増） 

 

  

令和６年度座間市水道事業会計決算の認定及び未処分利益剰余金の処

分について 

問合せ先：経営総務課長 菊地 ０４６－２５２－７１８２ 

令和６年度座間市公共下水道事業会計決算の認定及び未処分利益剰余

金の処分について 

問合せ先：経営総務課長 菊地 ０４６－２５２－７１８２ 

決算 
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議案第４６号 

 

 

 

 歳入歳出補正額：  ２,１５６,５８７千円 

補正後予算額： ５３,４７４,４０５千円 

 主な内容 

・国の「国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合経済対策」に基づき、重点支

援地方交付金を活用した生活者支援の事業を実施します。 

・道路管理者による路面下空洞調査を実施します。 

 ・事業の実施に伴う、予算の過不足について補正します。 

 

 補正額の内訳 

歳入 

  ・介護保険事業特別会計繰入金                  82,933 千円 

  ・公園整備事業債                        82,600 千円 

  ・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金            39,899 千円 

ほか 

歳出 

 

  ・小中学校教材費等保護者負担軽減事業費             35,717 千円 

 

  ・公園等施設改修事業費                     82,600 千円 

  ・道路橋りょう事務費                      16,280 千円 

ほか 

 

 その他 

 ・債務負担行為の追加及び変更 

・地方債の変更 

 

 

 

 

 

共に学び、健やかに育つまちづくり 

 

緑あふれる快適なまちづくり 

 

令和７年度座間市一般会計補正予算（第６号） 

 

補正予算 

問合せ先：財政課長 東 ０４６－２５２－８１９４ 
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本補正予算における、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

補正予算 

問合せ先：教育指導課長 下斗米 ０４６－２５２－８３８４ 

＜新規＞ 

小中学校教材費等保護者負担軽減事業費 

３,５７１万７千円 

物価高騰の影響を受けた保護者への経済的負担軽減策として、市立小・

中学校で必要となる教材費等の一部費用について公費で補てんします。 
 

公費補てん額 小学校児童１人当たり ３，５００円程度 

       中学校生徒１人当たり ５，０００円程度 
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議案第４７号 

 

 

 

 歳入歳出補正額：    １６５,０３３千円 

補正後予算額： １２,７９３,１２４千円 

 主な内容 

 ・令和６年度歳入歳出の差額が生じたことに伴う所要の措置です。 

 ・子ども・子育て支援金制度の導入に向けた準備をします。 

 

 補正額の内訳 

 

歳入 

  ・前年度繰越金                        115,408 千円 

  ・子ども・子育て支援事業費補助金                49,625 千円 

 

歳出 

  ・財政調整基金積立金                     103,396 千円 

  ・一般管理経費                         45,814 千円 

  ・一般会計繰出金                        12,012 千円 

  ・賦課徴収経費                         3,811 千円 

 

 

 

 

 

  

令和７年度座間市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

補正予算 

問合せ先：保険年金課長 原 ０４６－２５２－７０６４ 
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議案第４８号 

 

 

 

 歳入歳出補正額：    ２９５,６６９千円 

補正後予算額： １１,５５６,８７９千円 

 主な内容 

 ・令和６年度歳入歳出の差額が生じたことに伴う所要の措置です。 

 

 補正額の内訳 

 

歳入 

  ・前年度繰越金                        295,669 千円 

 

歳出 

  ・介護保険給付費等支払基金積立金               141,894 千円 

  ・一般会計繰出金                        82,933 千円 

  ・国庫支出金等過年度分返還金                  70,842 千円 

 

 

 

 

  

令和７年度座間市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 

補正予算 

問合せ先：介護保険課長 福田 ０４６－２５２－７１３８ 
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議案第４９号 

 

 

 

 歳入歳出補正額：   １４３,００３千円 

補正後予算額： ２,３７５,９９９千円 

 主な内容 

 ・令和６年度歳入歳出の差額が生じたことに伴う所要の措置です。 

 ・子ども・子育て支援金制度の導入に向けた準備をします。 

 

 補正額の内訳 

 

歳入 

  ・前年度繰越金                        132,476 千円 

  ・子ども・子育て支援事業費補助金                10,527 千円 

 

歳出 

  ・後期高齢者医療保険負担金                  125,944 千円 

  ・一般会計繰出金                        6,532 千円 

  ・一般管理経費                         6,031 千円 

  ・徴収経費                           4,496 千円 

 

 

 

 

  

令和７年度座間市後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 

補正予算 

問合せ先：保険年金課長 原 ０４６－２５２－７０６４ 
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議案第５０号 

 

 

 

 改正の概要 

  市職員の仕事と生活の両立支援を目的に、部分休業の取得パターンの多様化及び仕

事と育児の両立支援制度の利用に関する職員の意向確認等の義務化の措置を講じま

す。 

 

 改正の主な内容 

 ⑴ 部分休業の取得パターンの多様化 

部分休業制度を次のとおり取得可能とします。 

現行 改正後 

１日に２時間の範囲内で

取得できる。 

ア １日に２時間の範囲内で取得できる。 

イ １年につき１０日相当の勤務時間の範囲内

で１日当たりの時間数の上限なく取得できる。 

アイのいずれかを選択可能とする。 

 

⑵ 仕事と育児の両立支援制度の利用に関する職員の意向確認等の義務化 

子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するため、職員が本人又は配偶者の妊

娠・出産等を申し出た時と、職員の子が３歳になるまでの適切な時期に、次のア

～エの措置を行うことを義務付けます。 

ア 仕事と育児の両立支援制度等に関する情報提供  

イ 仕事と育児の両立支援制度等の利用に関する意向確認 

ウ 子や家庭の状況に応じた両立支援に資する事項に関する意向確認 

エ ウにより意向確認した事項への配慮 

 

 施行期日 

  令和７年１０月１日 

 

 

  

座間市職員の育児休業等に関する条例及び座間市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部を改正する条例 

問合せ先：職員課長 小林 ０４６－２５２－７２８４ 

条例 
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議案第５１号 

 

 

 

 改正の概要 

  借り上げしている市営住宅「ホシノタニ」について、賃貸借契約期間の満了に伴い、

用途廃止を行うものです。 

 

 改正の内容 

市営住宅の名称及び位置を規定する別表からホシノタニを削除します。 

 

 施行期日 

  令和７年１０月１日 

 

 

  

座間市市営住宅条例の一部を改正する条例 

問合せ先：都市整備課長 松﨑 ０４６－２５２－７２４８ 

条例 
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議案第５２号 

 

 

 

 改正の概要 

  災害その他非常の場合における給水装置工事又は排水設備工事について、特例的に

実施することを可能とするため、所要の改正を行います。 

 

 改正の主な内容 

 災害その他非常の場合において、給水装置工事については他の市町村長（地方公営

企業法第７条の規定により置かれた上下水道事業の管理者を含む。以下同じ。）又は

他の市町村長が指定した指定給水装置工事事業者による工事を、排水設備工事につい

ては他の市町村長の指定を受けた排水設備指定工事店による工事を、それぞれ特例的

に実施することを可能とします。 

 

 施行期日 

  公布の日 

 

 

座間市水道事業給水条例及び座間市下水道条例の一部を改正する条例 

問合せ先：【水 道】水道施設課長  田川 ０４６－２５２－７１８９ 

   【下水道】下水道施設課長 野村 ０４６－２５２－８２８３ 

条例 
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議案第５３号 

 

 

 

 工事名 

令和６年度 旭小学校エレベーター設置工事（繰越）（債務負担） 

 

 請負人 

厚木市恩名一丁目６番５９号 ＯＭビル４階 

同郷建設株式会社 代表取締役 岡 本 勇 二 

 

 請負契約金額 

  ２億２，５８７万８，４００円 

 

 

 

議案第５４号 

 

 

 

 管理を行わせる施設の名称及び所在地 

  座間市立もくせい園 座間市栗原中央六丁目７番２７号 

 

 指定管理者 

社会福祉法人日本キリスト教奉仕団 

 

 指定の期間 

令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで 

 

 

 

  

工事請負契約の締結について 

問合せ先：契約検査課長 會田 ０４６－２５２－７２９６ 

契約・指定管理者 

問合せ先：障がい福祉課長 佐々木 ０４６－２５２－７１４３ 

座間市立もくせい園の指定管理者の指定について 
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議案第５５号 

 

 

 

 管理を行わせる施設の名称及び所在地 

  座間市立市民文化会館 座間市緑ケ丘一丁目１番２号 

 

 指定管理者 

公益財団法人座間市スポーツ・文化振興財団 

 

 指定の期間 

令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで 

 

 

 

議案第５６号 

 

 

 

 管理を行わせる施設の名称及び所在地 

  座間市立市民体育館 座間市相武台一丁目４７番１号 

 

 指定管理者 

公益財団法人座間市スポーツ・文化振興財団 

 

 指定の期間 

令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで 

 

 

  

問合せ先：生涯学習課長 郡司 ０４６－２５２－８４１３ 

座間市立市民文化会館の指定管理者の指定について 

指定管理者 

問合せ先：スポーツ課長 安部 ０４６－２５２－８４０９ 

座間市立市民体育館の指定管理者の指定について 
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議案第５７号 

 

 

 

 認定 

路 線 名 
起  点 

終  点 

 

四ツ谷８１号線 
四ツ谷７２番５地先 

四ツ谷７２番４地先 
開発行為によるもの 

東原８５号線 
東原二丁目５７９６番９地先 

東原二丁目５７９６番４地先 
開発行為によるもの 

西栗原４５号線 
西栗原二丁目４２５１番８３地先 

西栗原二丁目４２５１番６４地先 
開発行為によるもの 

 

 廃止 

路 線 名 
起  点 

終  点 

相武台２１号線 
相武台一丁目４９３７番４地先 

相武台一丁目４９８０番２地先 

 

 変更 

路 線 名 
新旧 

の別 

起  点 

終  点 

相武台２２号線 

新 
相武台一丁目４９３７番６地先 

相武台一丁目４９８０番５地先 

旧 
相武台一丁目４９３７番６地先 

相武台一丁目４９７９番１地先 

西栗原１５号線 

新 
西栗原二丁目４２６１番５地先 

西栗原二丁目４３００番７地先 

旧 
西栗原二丁目４２６１番５地先 

西栗原二丁目４２５６番地先 

 

 

 

市道 

市道の路線の認定、廃止及び変更について 

問合せ先：道路課長 佐藤 ０４６－２５２－８２４３ 
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報告第１９号 

 

 

 

 健全化判断比率 

単位：％ 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

― 

（１１．９５） 

― 

（１６．９５） 

２．５ 

（２５．０） 

８．５ 

（３５０．０） 

※ 実質赤字比率及び連結実質赤字比率における「―」は、赤字となっていないこ

とを表示しています。 

※ 括弧内の数値は、早期健全化基準です。 

 

 

 

 

報告第２０号 

 

 

 

 資金不足比率 

単位：％ 

特別会計の名称 資金不足比率 

座間市水道事業会計 
― 

（２０．０） 

座間市公共下水道事業会計 
― 

（２０．０） 

※ 資金不足比率における「―」は、資金不足となっていないことを表示していま

す。 

※ 括弧内の数値は、経営健全化基準です。 

 

 

 

  

令和６年度決算に基づく健全化判断比率について 

問合せ先：財政課長 東 ０４６－２５２－８１９４ 

報告 

令和６年度決算に基づく資金不足比率について 

問合せ先：財政課長 東 ０４６－２５２－８１９４ 
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報告第２１号 

 

 

 

 専決処分日 

  令和７年８月１日 

 

 事故の概要 

令和７年４月１２日午前１１時３６分頃、座間市南栗原五丁目１７番１６号先路上

において、ごみ収集車が丁字路を右折しようとしたところ、右側から直進してきた相

手方（栗原中央三丁目在住・６０代男性）車両と接触し、双方の車両が破損したもの

です。 

 

 和解の要旨及び損害賠償の額 

市は相手方に対し２２万１，９５８円を支払い、相手方は市に対し６万６，７４４

円を支払う。 

 

 

 

 

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ

て） 

問合せ先：クリーンセンター長 平野 ０４６－２５２－８７２４ 

報告 


